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特別展開催にあたって

立正大学博物館の第 1回特別展として 「立正大学が発掘 した埼玉の古代窯跡」

を開催することになりました。特別展は、立正大学の考古学研究の一つの柱とし

て全国的に発掘調査を実施 してまいりました 「古代窯業の考古学的研究Jの “埼

玉県内の事例"の 一端をご紹介する企てです。

それは古代窯跡の発掘調査によって操業時の一括遺物を把握することにより供

給先との相関関係を究め、生産地と消費地との有機的な関連性を具体的に明らか

にすると共に年代の特定を試みることを目的とした研究でありました。

この調査 ・研究は、昭和 30年 度の前半から昭和 50年 度の中頃にかけて、文

部省の科学研究費 ・識者の委託などを得て実施いたしました。北は青森県から南

は福岡県にわたり、とくに東日本を中心に調査を進めました。その結果、古代に

おける窯業の実態をあきらかにするうえに大きな役割を果たすことができたと思

います。発掘調査の結果については、その都度、日本考古学協会の春と秋の総会 ・

大会において速報し、また、月刊 『古代文化』『考古学ジャーナル』などに報告し

てきました。そのなかで発掘資料が整理されたltl例については、報告書として千1

行 してまいりました。 しかし、20余 年にわたつて実施してきました発掘調査の

結果については諸般の事情からまだすべてを公けにすることなく過ぎてきました。

その間、日本の考古学界は、古代の生産問題に視点をおく研究が進展 し、いまや

全国的に多くの研究者によつてその調査と研究が日常的に進められるようになっ

てきました。

この度の特別展は、古代窯業生産の考古学的調査が考古学界でまだ一般的に行

われていない段階で、立正大学の考古学が取り組んだ結果について、とくに埼玉

県の事例をご紹介することにいたしました。

それぞれの発掘調査にあたって種々ご協力を願いました関係各位に改めて御礼

申し上げる次第であります。また、あわせてこれらの発掘調査に参カロし、共に汗

を流した当時の学生諸君の労に対しても感謝と敬意を表 したいと思います。

立正大学博物館

館長  坂詰 秀一

平成 15年 10月

―― l――



南比企 より束金子ヘ

坂詰 秀―

I

昭和 6年 に刊行された 『埼玉県史』の第 2巻 を頼りに 比企都の亀井 普谷 玉川村に存在する

古代の窯跡群を訪れたのは昭和 32年の初夏の頃であつた。

稲村坦元氏を中心に編まれた 『埼玉県史』第 2巻 は 当時、全国的に刊行されつつあつた多くの県

史のなかでも学問的な水準の高さを誇示するものとして最右翼の出版物であつた。したがって同書中

の 「県内における窯7■J ttt,その頃の考古学界の研究|ll向を反映したものであったが、それは反映と

いうよりも学界をリー ドするかのごとき内容を有するもの、として注目を受けたのであつた。

亀井社の窯跡群は 古く慶応年PH3(1865～68)に その存在が知られ、明治86年 には武蔵国分寺の

瓦窯跡として学界に紹介された (『古蹟』2-2).一 方、工川村の須恵器窯跡については、明治 38年

に大野雲外氏によって発見が報じられていた (『東京人類学会雑誌』20-228).

このように亀井村を中心として存在とする古への窯跡群は考古学界においても有数の遺跡として

一部の識者間に知られていたが、その実IIFは必ずしも明瞭ではなかった。

私をその窯跡群の踏査に駆り立てたのは、奈良11代より平安時代にかけての須恵器の形態的特徴を

国分寺ILとのセット関係より把握したい との欲求にもとすくものであった。

昭和30年代の初頭 私は古代の墳基に興味を持ち その火葬骨収納の須恵器資料などを集成した

いと考え各地に関係資料を訪ね歩いていた。その折、管見に入つた壺形の須恵器の器形はかなリバラ

エティに富んでおり、形態的に時代差を示すものであろう、との見通しを得たのである。しかし そ

の時代比定のメルクマークとなる形態研究は未F・3拓であつた.

そこで須恵器と国分寺瓦を同時llt成している窯跡を調査することによつてお推を得たい、と考えた

のである.

ll

亀井村の窯跡群を踏査した私は その規模の大きさと資料の豊富さに魅せられた。そこでこの窯跡

祥の調査を是非とも実施したい、との念願をもつにいたつた。また、この踏査行で亀井小学校を訪れ

た折、かつて同校の訓導であつた小鷹建吾氏の 『亀井窯趾群につきて』と題する私家版の研究書の存

在を知った。この小鷹氏の研究については従来知られていなかつたものであり 後に 目次を添えて

学界に/1介したが 亀ナ|オ|を中心とする 「南比企窯跡群J調 査の先党者として顕彰されるべきであろ

う。

亀丼村を中,きとし、管谷 工川村に拡がるこの窯跡群は、かねてより 「亀井窯跡群Jと 呼ばれてき

たが 南比企の丘陵全域にわたつて存在することが知られたので、私は 「南比企窯跡群」として理解

することにした.

南比企窯跡群は、その中心地― 口亀井村―に新沼 金沢 天沼を中核とする武蔵国分寺の泊1建瓦の

生産窯、それに接して虫卓山 宮ノ前などのほぼ同時期の須恵器生産窯、そして、さらに丘陵西方に

将軍沢 亀ノ原などの須恵器生産窯跡が存在している.

私は まう・奈良1=代須志器の編年的基準を求めるべく西方の亀ノ原窯跡鮮と新沼瓦窯跡を発掘した。

そこでは とくに新rl・窯跡から武蔵国 21郡 中の 16部 の郡名瓦を得て、国分寺倉1建時の瓦献進の一

斑を知ることが口,来たが 14出須恵器の資料が必ずしも良好ではなかった。よつて新沼出上の須忠器

資料と同一の特徴をもつ須怠器をllt成している虫草山そして宮ノ前の窯跡を発堀した。これらの窯跡

発掘は 大学の体1限を利用した 10日間ほどの発掘であり 窯跡も 1遺跡 2基 の検出を日標にした小

規模調査であつた

当iキ 窯跡を同一地域において継続||に発掘調査する と云う方法はほとんど実施されていなかっ

た.よ つて調査の規模に小であつても その調査結果は 須恵器編年の基準となるであろう との視
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点より和]々と続けたのであった。発掘の結果は その都度 日本 考古学l‐会の裕 大会の夢Hこ報告 してきた。

UI

市比企窯跡群の調査 と並行 して実施 したのは 入‖lll`の東仝子条跡畔でぁる.
東金子窯跡群にっいてt,『埼玉県史』第2巻 に触れられていたが その後、本窯跡群の性格研究に

力を注がれたυ

"ま
 内藤政lo 年里F信四郎両氏である.

束全子窯跡畔に関して とくに私が注目したのは、武蔵国分キの塔跡出上の文様瓦と同施瓦がこの
地より出J:するという事実であった.そ れは 恰も 『続日本後紀』の承和 12(845)年 3月 23日条に見え/.賦 蔵回言 ITl分寺し層塔―基 以よ承fl二年為夕1火所備 十今世立也 前男会郡大傾外従′ヽ位 L工生吉志福正中云 本為聖朝欲造彼塔 望・1言 L 殊蒙処分者 依計許之 Jと 対応す′くきて,のではあるまいかと考えたからでぁる。
南比企窯跡群において国分キ白1建期の須恵器形態の一端を認識することができたが この東全子窯跡群においては それに続く平安llt代の須恵器認定がとくに文献資料との関係において捉ぇられる可能性があろう と考えたのである。
東金子窯跡群の調査はこの 1うな見通しにたって着手したのであった 調査は 昭和 38年に実施した新久窯跡に端を発し 以降、機会を得ては 谷津7L ′ヽ坂前窯跡などの発掘に及ん′ニ
その結果 東金子窯IIttHの新久 ′ヽ坂前両窯跡は コ分■ド腱 若の瓦を生F‐していたことが知られ それとrr lキに焼成されていた須恵器の認識により、一っの編|:的基準を得ることが出来たのである。それは 昭F140年 に実施した人坂前窯跡の発掘において具体的資料を得た後 ,ど和 44`Fの新久窯跡 同55年 のアヽ坂前窯跡第2次 発掘の結果を検討してlt認されるにいたったのである.

lV

南比企′)窯跡伴の調査 1り 発 した私の ささゃかな須恵器の編午的研究の日論兄は 東全子の窯跡群の調査に行きついて漸くにして端緒を得たのである。そこで昭和 55年 に一つの論文をキいた。「窯跡出tttllによる間東地方須恵器の編年J(『立正大学人文科学りFttFFr■ilk』第 17号)力ヽそれである。この小論は 関東地方の全域を対象にしたものではル,ったが 年イヽ|1基準は新久 ′ヽ坂前の資料であり それを除外しては編年′)基礎を失するものであった。
昭n30年 代のはじめに市比企窯跡鮮の 角に立ってから●Fくも20数 4「がir過した。そのF●1 窯跡に対する学界の評niは大きく前進し 窯跡出Jl資十日こよる須忠器の編年||ヮ「究は 古ltt,キィ、～古代の考古学的つF究の主柱になっている。往「キを想起すればまことにll・世の感が強ぃ.
埼玉嘔においても新しい息吹が感じられる。古墳時代の須恵器粂跡の16兒と新久 ′ヽ坂前窯跡にf・K続する須恵器窯跡の検出は まさにそれを象徴的に示す1,のでぁると云えょぅ。それは須恵器生産の

段階||な性格の変容を通して出■辿跡のIF.史的な位置づけを来たすことが可能となってくるからである.

窯跡の調査研究は それをl‐r集の相において把握することが,T要であり、窯グ)●でなく、ェ房 業落 墳基との有機|う関連性をも考えることが.必要であろう との意見をかつて述 くたことがぁるが
現在においてもその基本的視角は変ゎってぃない。否 =ナ ますその感を深めてぃるの71・近頃の,心境である.

それにつけても思い出されるのは 市,ヒ企ょり束企子ヽと歩みをlllめたtlr常にご教示と激励を借じむことなく与えられた柳口無司氏と金井塚良―氏のことである。両氏の10面援助を得て不敏な私も十歩を進ν)ることが出来たのでぁり改めて感謝の念をもってぃる.
ここに完成をみた 『新し埼玉県史』資料編 3は  かって私がlHi「とじた 『埼玉県史』第 2本 と同様に いゃそれ以 Lに活用されることであろう.

(『新編t.t玉県史』資ll編3奈良 平安 噺編埼玉県史だkり」昭和59年 3月より転載)
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第1図 武蔵国四人窯跡群位置図

窯 跡 名 1000

1 末野窯跡群 ■

2 南比企業跡群 ■

3 東金子窯跡群 ■

4 南多摩窯跡群
■ ロ

第2図 武蔵国四人窯跡群消長図
(『東国の須恵器』古代生産史研究会 平成9年よリー部改変)



第3図 南比企窯跡群の分布
(玉川村教育委員会場 !飾新田遺跡 IJ平 成4年よリー部政変)

Ｎ
①

ｒ
峰
一

(

4́ , 1 ( 1

0

9‐水

"1窯

跡
10,谷 窪窯跡
口 (前内出窯跡
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22新久窯跡A地 点
23新久窯跡 CD地 点
24新久窯跡 E地 点
25谷津池窯跡

● 既調査地点

● 未調査地点
▲ 遣物分布地点

第4図 東金子窯跡群の分布 (昭和38年頃の状況)
(坂誌秀―編 r′ヽ坂前』雄山間出版 昭和59年よリー部改変)



南比企窯跡群

(1)亀ノ原窯跡 (昭和32年～34年調査)

亀ノ原窯跡は、工川村に所在する。調査は 3次 にわたり行われた。第 1次調査は 灰

原の発掘より着手し第 1 2号 窯跡を、第 2次 調査は第 3 4 5 6号 窯跡を発掘 した.第

3次 調査は 残存部分の調査を目的として行われた。窯構造は半地下式無段登窯で 出土

遺物としては 多量の須恵器と瓦が検出された。その後 平成に入つて■

'晴

す教育委員会

により再度発掘調査が行われ、武蔵国分寺 (東京都国分寺市)寺 内廃寺 (江南II)出 土の

瓦首と同籠の瓦が検出され、供給先が明ら力|こされた。

このような経i昌を経て、亀ノ原窯跡は平成 13年 3月 16日付で埼玉県指定史跡として指

定された。

ヽ
)

）

に

、

第5図 亀ノ原第 1245号 窯跡全景   第 6図 亀ノ原窯跡出土須恵器

(2)新 沼窯跡 (昭和 34年 調査)

新イ1窯跡は、 日亀井村の窯跡の中心的な存在で江戸時代から知られていた。東南方約2

晰■の地点には亀ノ原窯跡が存在する。窯跡は 大別すると2つのグループよりなる.調 査

は、A群 (仮勧つで地下式無段登窯構造を呈する瓦窯跡を2基検出し 未発掘 ]基を力1え

A群 は計 3基でllt成されていることが明ら力ヽ こされた。

発掘された2基からは 鐙瓦 (人葉蓮華文)宇 lL(扁行唐草文)男 瓦 女瓦 瓦塔

埴 須恵器が出土している。出土した文字瓦 (人名 郡名等)は  古くから武蔵国分寺出

上の文字FLと同一であることが指摘されており、そのうち郡名瓦については 「rl・父J「那

珂J「 男会Jな ど、武蔵国20郡中 (後に置かれた新座郡を含まず)16部 の郡名が確認さ

れ 武蔵国分寺の献進瓦を木窯において主体的に焼成していたことが明ら力ヽ こなつた.

口 L

一日”″一

第5図 亀ノ原第 1245号 窯跡全景

第7図  新沼窯跡出土瓦とl■塔
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(3)能 瀬 ヶ沢窯跡 (昭和 32年 調査)

能瀬ヶ沢窯跡は 新16・窯跡に隣接して存在していた。その大部分は畑地のため破壊され
ていたが 窯跡 1基を調査した.窯 跡は遣存状況が悪く 煙出部 焼成部の一部を検出し
たのみである。構造は 全容は不明であるが、半地下式無段登窯と考えられる。出土した
遺物は、須恵器イを主体とするが、全体的に出土量は少ない。

(4)鶴 巻 (将軍沢)窯 跡 (昭和 34年 調査)

鶴巻窯助|ま 菅谷村 現在の嵐山町に所在する。調査は 早稲田 〈大,D 立正 〈坂詰)
両大学考古学研究室の共同作業によって行われた.鶴 巻窯跡は、A B Cの 3グループ
よりなっており そのすべてにわたつて■.掘を実施し 計 10基 の半地下式無段登窯を検
出した.

出土遺物は C群 より多量の風字硯が出上 してお り、注目される。須恵器は 各グルー

フともネを主体 とし、若千の壺 甕の類を焼成 していた。

第0図  鶴巻 Al号 窯跡全景 第 10図  鶴巻窯跡出土須恵器と風字硯

(5)虫 草 1窯跡 (1召和 35・ 45年 調査)

■

'山

窯跡は 鳩 町に所在する。JH査は、2次 にわたり実施され、第1次調査では半
地 ド式無段登窯を2基発掘した。出士遺物は 第1け窯では若千の瓦 瓦塔が検出されて
いるが、主体は須恵器不であつた.第 2号窯からは、須恵器の完形に近いものが多く出土
している.特 に第2号窯では、片口鉢や襦鉢が出土し注目される。
第2次調査では、第3～ 8号窯の調査を行った (3基を完掘、半欠2基を調査、 1基 の

存在を確認)。この結果虫草山窯助1ま、第 1次と合わせて8基以上より構成される窯跡であ
ることが確認された。これらの窯跡は 限定された空間に集窯されたため 重複状況が認
められ、3期 にわたる操業が想定された。

出土遺物は 第 1次調査と同様に須恵器が主体であリ イ 高外 壺 甕・情鉢 瓦塔
円面硯などが出土 している.
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束金子窯跡群

(1)新久窯助: 人瀬 :11房跡 (昭和38 44年 )

新久窯勧1■ 入嘔1市新久に位 置し 周辺には水ツト(,す お し)′ 坂ヽ市i柿 ノ本 谷津池

谷i主窯助群が所在 している 窯助11 加け台l宏の南llに位置しており 「埃υ)Jヒ縁には画

■り東に流れる人間川が 南縁には,1南 111:1しに lt,tる■川がFL.'れ この ■陵には

に、「 Cぶ っし)粘 土層と呼ば,る 11質なr色 粘土層が,こi,れる

本集助|■ 2次 にわたり調査が行われた 調F●1 ■ 1 2次 ル,わせて Aヽ Eυ)5地 点

にわたつた 検|||き,した遺llllt A地 点か
',It■

:●lli BIし1'からは に房跡 C DIL点

か
',は

なⅢよ2号窯跡 E IL点 からはl■窯助:おkO(モオtに付属する準機場 そ し(堅穴,に住居

助でル,る 窯υ)構造は 1=すLド式l ll階11段●■が主体でル," 地 ド式,1.Lll段今年がD II_

11■ 11ム :検出されている

|||十遺4吻ま、全lL点から多量の須恵2= 瓦が 11上した 客Ⅲよ71υ)で は ll(の底4"[く
の外山iに 「入問Jと 抱書された|,のが|1上しており 郡名として1巴11することが・f能でル,

る A DIL点 から陶側が出十したこととル,ォ″して 本年十古 ■であつたと推,Lさ,tてい

る 美た出土 した瓦
`■

 ll蔵 国分十 (1で京‖1‖分 ケlい 1 上J[■υ)比1崚研究んヽら ,ti合
'ξが武′に日分十であることがり|らん1こさ′t Ct るヽ
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',れ
る J分 ■″:"生 し密|,な判係が想Eさ れている つ 上り

本窯(■日,Jに位置する′ヽll前年F・|と合わ11 4分 ■再建塔のた●)に造■のイ
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を受け 41

'た
が開始さ

'し
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(2)谷 津 池 窯L・li・谷 津 池 上房跡 (昭和 38・ 41年 )

谷汁池窯跡は、人間市に所在する。本窯llは、谷汁
'L北

側 南斜面のA地 点と東側 南

東斜面のB地 点に分かれて存在 しており 前者からは地 下式無段登窯2基 と に房跡 後舌

からは地 ド式4T段登窯2基 と堅穴状遣構が発見された.A地 点の に房跡は 長方形を生す

る堅穴式で 長辺 60m 短辺 26mを 測る。長,型の1ヒ壁には 完形の女瓦を伏せたり1水施

設が検出され 床面には部分的な粘土集積 t,.LJめられた。またB地 点の堅大状造構の床面

からは 歪んだ須恵器 lLや 粘土塊牛が発見された、これらの道構は、出土迪物よりΛ地

点は造rt関係 B地 点は須恵器生産にllするものであると考えら,1 特にA地 点の に房跡

出上の文字〕■■ 武蔵国分寺跡出上の文字瓦と同様の1,υ)であり注目される

●■■
第 18図 谷津池第2号 窯跡出土須恵器 第 19図 谷津池第 3号窯跡出土須恵23

(3)人 坂 前窯跡 (1召和 40・ 55年 )

人坂前窯跡は 入F.n市に所在し 近接する新久窯跡と珈こ 『続日本後紀』示112(845)

年の武蔵国分寺塔再建期の供給rL窯として知られている.調査は 2次 にわたり実施され、

第 1次調査では3基の窯跡 (第1 2 3号 窯)が  第2次調査でt,新たに3基 (第4 5

6号 窯)υ)窯跡が検出された、窯の構造は 第3 4 6号 窯が地下式無階無段登窯 第 1

2 5号 窯が半地 「式無階無段登窯であつた。

出土・●I物は 多量の外 埼 皿 蓋 鉢 盤 水llFt 壺 霊 硯などの須恵23と、鐙瓦

´
卜瓦 男瓦 女瓦などの瓦類が出上した。特に鈴瓦と宇TLは、武蔵国分キ出上のt,のと同

危のものが多く、良好な資料を提供している.
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立正大学が発掘した埼玉の古代窯跡関係文献一覧

跡迪 名 調査年 il●rl l 献文

礼ノ原無跡
亀ノ原薫跡
tノ原爺υ亦

次
次
次

傷
い
悌

昭fr62年
昭和33年
ll和31年

玉川村 仄輻 揚靱 蠣
城詰秀― 『ヽ 玉県指定史跡たの原窯麻群とそ例キ側  (・ド

"1構
育委員会 1強 14■3月)

新沼窯跡 11和34年

“

山町
久保詢け な詰秀 『武蔵比/‐丘陵窯莱関係遺略調査概報Jl(『 日本考古学協会ル 7回総会研究
発表要旨』 昭和36年4月)

佗瀬ヶ沢窯跡 昭I134年

"山

町
坂出秀― 「東国における豹よ器の生産とそのl.●史的背■についての子察J(に 正大学丈学詢崎劃
第19, 12希鵬り

■参 u予ζ卜卿 判妍(早

稲田大学 との共同調
査)

]1和 4年 ち民口樹T
坂護秀 イ来回における豹ど器の

“

tとその歴史的背景についての予猿」 (1 2ヽ正大学文学部誇渕
第19, lg和 3911)

虫革1窯跡 (第1次)
虫●J鮮跡 (第2次)

昭和 5年
1“和45年 鳩山町

坂識秀―[東国における須■器の生産とその歴史的背景についての予察J(『 立]1大学文学部綸脚

"19, 

昭和39年)
嚇 秀― r●玉県虫凱 1窯跡の調査](『 考■学ジャーナ′瓢 第49, 昭和45年 0月)
坂護芳― 『武蔵 虫●山蜘   (埼:E県綺|,ヽヽ崚●委員会 昭和52年3月)

山日 (赤沼)窯 跡 昭和35■ 鳩山町
久保

“

晴 坂護秀― 「山菫比企丘陵窯業関係迪働硼査概報」田(『日本考ヤ■協会昭和
"年

度大会
研究発表要制  昭n136年10月)

奥田 18‐ノ前)熱 昭和36年 綺山町
坂誰秀― 「東国における須忠器の生産とその歴史的背景につ てヽの予宗」 (『立F人■文学部綸測
第197 1ピ和■年6月)

擾霧二躊モ爛鮨艤期霞探3鱗相{:
城諮秀― llb工熙西部

―
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５

２
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年10月)
n・R●35年 1月)
]“和

“

年5月)
昭和

“

年2'1)

遺  跡  7. 調″ ■ 耐 | 文 献

新久駕跡 (第1次)
八漱里 『,跡
新久鷺町 (第2次)

昭和38年

'″
和41年

入 周市

抒需1「
州 の製侑

"跡

に,ヽ ● (『日本考lμ 協卸 F和■年度大会
"た

発表要割 alM8
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力
ω

第
第

1“和38年
1=, 1̈年

人間市
雛 ケ 1棚 臓 鷲

須動 わ生 とそ晰 1:包 磐「′製書腸卒墳F7認 晰」:撃文学的輸劃

惧 瘍 鵬
軋 ル鶉 1鱚 |マ 譜 梨1諫 ]嗣 疇

坂出秀一 「埼玉県入山郡谷口弛工窯跡J(『 日本考Ji学年刹 第19, 昭n146年4月)

′ヽ坂11窯跡
人坂前窯跡

次
次

第
” 'lI140`|昭●〔5年

人Ⅲl市
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立正大学が発掘 した埼玉の古代窯跡発掘調査年表

|」 |ヽ 発 ll l計河 ri遺 跡 名
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記念鯖演会

期 日 ,10月 18日 (土)

会場 ,立正大学熊谷校舎 1号 館 1102教 室
時間 ;13:30～15:30

演題

① 「立正大学が発掘した埼玉の古代窯跡」
坂詰 秀― (立正大学博物館館長)

② 「埼玉県における立正大学古代窯跡調査の意味」
柳田 敏司 (埼玉県文化財保護審議会会長)

パネルディスカッション
「埼玉県における古代窯跡調査の回顧と現状」
柳日 敏司 ・渡辺 ― (鳩山町教育委員会)・
坂詰 秀一

[司会]上 野 恵司 (立正大学博物館)

会期 平成 15年 10月 16(わ ～11月 15日 (■)

編集 ・発行  立正大学博物館

〒8600194  埼玉県熊谷市万吉 1700

TEL:048‐586‐6150 FAX:048‐586‐6170

E‐IVIAIL:museu週節 s acjp

(東プリ)




